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大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変

革を迫られている。キャリア教育、

PBL・アクティブラーニングといった

座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

いえるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへ

のインタビューを展開していく。各

大学が活動の方向性を模索するなか、

様々な取り組み事例を積極的に紹介

していきたい。

今回は、地方の小規模私立大学とし

て教育力強化に取り組み続ける美作

大学で、鵜﨑実学長にお話を伺った。

美作大学が立地するのは岡山市か

らJRで1時間40分ほどの津山市。鵜

﨑学長は「しかも津山線は1時間に1

本程度。中国山地の“陸の孤島”」と言

う。とても周辺地域からだけでは入学

定員を満たせない。県内でも岡山市

等の人口密集地域は自宅通学圏外で

つ国公立大学の実績を上回ることを

意味する。例えば、社会福祉士や管理

栄養士の国家試験合格率は、全国の

国公立大学の平均を上回っている。

戦略2は、専門職への就職率ならび

に故郷（出身県）へのUターン就職の

実現。「ふるさとに戻すという、地方人

材の育成をコンセプトにしています。

Uターン就職率を高めるために、全学

を挙げて教員が就職開拓訪問を行い、

高知、島根、鳥取、愛媛の各県との就

職開拓協定も締結しています」。

また、資格取得に必須の学外実習・

臨地実習を、学生の出身県で実施する

取り組みも行っている。しかも、高知

県、沖縄県といった遠方でも、その実

習先まで教員が実習指導に赴くという

手厚さだ。

戦略3が、「個々の学生に寄り添う面

倒見の良い学生指導」。「教員が学生の

相談に応じる『オフィスアワー』を文科

省が推奨したことがありましたが、本

学ではそんなものは必要ない。学生は

いつ教員のところに来てもいいので

す」。退学率が年間1.6％と全国平均

2.7％に比べて低いことも、「面倒見の

良さの見える化」だと鵜﨑学長は言う。

戦略4は、広報宣伝による知名度の

アップで、これらの結果、「教育の美作」

と評判を呼ぶようになってきた。

あるため、地域外

からの学生を積極

的に募集し、約

75％が県外出身者

となっている。

美作学園の沿革

をたどれば、1915年（大正4年）に裁縫

技術者・小学校裁縫教員養成を目的と

して設立された津山高等裁縫学校に

行きつく。その後、1951年に短大、

1967年に大学を設置。2003年に共学

化して現名称となり、現在は、生活科

学部1学部3学科（食物学科、児童学科、

社会福祉学科）に約900名の学生が在

籍している。

管理栄養士、社会福祉士、保育士、

小学校教員、介護福祉士等、地方社

会の暮らしを支える人材育成に特化

した大学として、「食」「子ども」「福祉」

の3つの分野で活躍するスペシャリス

トの育成に力を注いでいる。

他県（地元以外）からの学生募集を

成功させる基本戦略として、次の4つ

の取り組みを行ってきたと鵜﨑学長は

説明する。

戦略1は、圧倒的な教育力を持つこ

と。「圧倒的」とは、類似する学科を持
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「陸の孤島」であることは大学運営

上のハンディだが、「逆に大きなアドバ

ンテージかもしれない」と鵜﨑学長は

言う。学生それぞれが地域とつながり

やすく、学生同士の距離も、学生と教

員との距離も自然と近くなるからだ。

交通事情もあって、県内出身者を含め

ほとんどの学生が津山に住み、アルバ

イト先も津山市内。「みんなが地域とつ

ながりながら生活している。津山が

キャンパス、学びの場になっている」。

しかもその中心は、人間関係の濃密

な大学だ。ここは地方の小規模大学

ならではの良さだろう。例えばクラブ、

サークルの加入率も8割以上で、2つ3

つと入っている学生も少なくない。そ

の活動で、授業が終わってもキャンパ

スにとどまる。それだけ居

心地がいいのだろう。

「簡単に言えば、アット

ホームという言葉が本学

の特徴。学習面でも、集

まってお互いに学び合う、

分からないところを聞き合

うグループ学習の風土が

ある。得られるものは知識

だけではなく、友達の頑張

りを見ることです」。

加えて教員も、学生との

距離が近い。鵜﨑学長は、

関係が密であることの効

果をこう説明する。

「学生が気楽に『先生こ

れ、やりましょうよ』と言っ

てくる。言われれば教員は

「例えば保育士になるためには、子

どもがかわいいだけではすまないし、

食べ物を作るのが好きだとかいうだけ

では、栄養士になることとは距離があ

る。ですから、その職業のために大学

でどういう学びをしなければならない

かを、学生自身に理解させることが、

まずもって先決だろうと考えていま

す」。

ここでも「地域」「学生同士」「教員」

の密な関係性が活かされる。地域の

中は、暮らしを支える専門職の人達の

話を聞くことができる。現場経験者

が多く揃う教員も、仕事に即した教育

ができ、1年次から仕事の意義等を徹

底的に教え込む。そのことで、学生は

学びの大切さを理解し、意欲を高め

ていく。

さらに効果的なのは学生同士の関

わり、とりわけ先輩の語りかけだとい

『よし、一緒にやろうか』となるもので

す。つまり教員は、学園の管理職に働

かされているのではなく、学生によっ

て働かされている。そこにあるのはや

らされ感や義務ではなく、自主性です。

この良さは、絶対に損なってはいけ

ない。学生と共に歩む教員という基盤

があって初めて、『教育の美作』は成り

立っていると思っています」。

美作大学の学生は、「家の近くのあ

の保育園に就職したい」「あの病院の

社会福祉士になろう」というふうに「働

く」の具体的なイメージを持っている

ことが多いという。その一方で、仕事

の中身という意味での職業理解には

甘いところがあると、鵜﨑学長は課題

感を抱いている。

30
美作大学

県外から学生が集う
教育力にこだわる地方小規模大学

鵜﨑 実　学長

具体的取り組み内容
（就業観）

地方小規模大学だからこその
密接な関係性

中国山地の“陸の孤島”でス
ペシャリストを養成 徹底的な教育力で

他県から学生を募集

地方創生に資する魅力ある地方大学の実現に向けた検討会議（内閣府への文科省提出資料の一部抜粋）

※美作大学ホームページ

※美作大学ホームページ

美作大学

食・ 子ども ・ 福祉 のスペシャリストを養成する“ 教育力 の美作”

【立地】 中山間地域に囲まれた
10 万人の岡山北部の地方都市

○ 専門職への就職率 （2015 〜 2018）

○ 出身県へのUターン就職率（2015 〜 2018）

岡山県

鳥取県

島根県

（全国平均 29.4％）

（全国平均 19.2％）

（全国平均 31.0％）

85.6％

66.2％

70.9％

【教育の美作】 管理栄養士、社会福
祉士等の国家資格取得実績で国公
立大学に負けない。
・実践的教育でモチベーションを
高める教育に特色。学生はよく学
び、学び続けることの大切さを知っ
た卒業生を育てている。

【就職の美作】 通える範囲の人口が
少ないため島根・高知・沖縄など 
県外学生が 6 割以上。高いＵター
ン就職率と専門職就職率とで地域
を支える人材育成

（複数県と就職支援協定を締結）

食物学科 児童学科 社会福祉
学科
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う。「先輩の声は、自分の明日なんです

ね。自分も明日の姿をイメージしな

がらいますので、教員が語りかけるよ

り格段に説得力が高い。伝えること

は、地域の人達の健康であるとか、あ

るいは福祉のサービスをいかに届け

るかというような、仕事に臨む思いが

まず一つ。もう一つは、大学の学びが

どう今につながっているのか。1年生

の時から『先輩講話』を比較的多く、

なるべく全体に取り入れるように

なっています」。

美作大学が、社会福祉士、管理栄養

士等の資格取得対策を本格的に始め

たのは15年ほど前だ。「資格対策」とい

うと、外部に委託する大学も多いなか、

美作大学はそれとは異なり、大学の教

員が1年生から4年生まで対応してい

る。「管理栄養士なら管理栄養士の学

びは、１年生から始まっている。国家

試験に合格するための学びは、その延

長線」という考えからだ。例えば福祉

がいかにこの世の中に求められている

かの理念を1年生2年生に教え込むの

も教員であり、4年生になって試験に

合格させる責任を持つのも教員だ。

「現場経験のある教員に教え込まれ

た理念は根っこになり、幹となる。学

生達がグループ学習でお互い学び合

うことで、枝葉が伸び、大きな茂みを

作っていく」と鵜﨑学長は表現する。

共に試験に臨む仲間だけでなく、先

輩の役割も大きい。「先輩講話は1年生

にも行っていますが、4年生への講話

になると、国家試験のこの時期は何を

勉強していた、模擬テストの点数はま

だ5割台だった、焦っていたというグ

ラフまで出てきます。そういう生の話

を先輩から聞くと、すごい刺激を受け

るんですよ」。

こうした指導は合格率だけでなく、

高得点での合格にもつながっている。

以前は合格ラインの6割ギリギリの合

格がほとんどだったが、近年は平均点

が8割近いという。「人の体を預かる仕

事が、7割とか6割でいいと思ってるの、

8割取らなかったらプロにはなれませ

んよという話を学生にぶつけるように

なった。結果、ギリギリ合格はなくな

りました」（鵜﨑学長）。

とはいえ、国家資格の取得課程には

多くの条件があり、自由度が低い。美

作大学のカリキュラムも、他大学と大

きな違いはない。だとすれば、入学者

の学力に幅のある美作大学が、卒業時

には国公立を上回る成果をあげている

秘訣は何なのか。

「それが知りたいとよく聞かれます

が、結論は『まねできるものではない』。

やはり、教員と学生との距離と、学生

間の密なる距離なのです。人間関係

が形成されているということです」。

地方小規模大学ならではの強みを

活かして教育成果を上げてきた美作大

学だが、今後の課題や抱負もまた、地

方の小規模私立大学が生き残れる方

法の模索につきると鵜﨑学長は言う。

「地方は要するに官尊民卑です。少

子高齢化に向かい、地方の18歳人口

がますます減っていくなかで、国立大

学は収容定員を減らさない。さらに、

公立大学の新設ならびに定員増が進

行している。どうなるかというと、わ

ずかな私学進学者を私学が奪い合っ

ている。これはもっと顕著になってい

くでしょう。そうなればつぶれるしか

ない。公財政補助も官民で大きな差

があり、現行制度においては、公立化

しか選択肢がないということにもなり

かねません」と鵜﨑学長は危機感を募

らせる。

「だから、どういう手があるか地域

の人と一緒に考えていかなければ。地

域が設立した経緯から特定のオー

ナーのいないこの大学を、地域の人達

がどのように守っていくのかという話

を、公立化の議論も含めてしている最

中ですが、なかなか難しくて」。官尊

民卑の風土が追い打ちをかけ、地域活

性化でも国立の岡山大学を頼ろうとし

がちで、地元私立の美作大学を活用す

る発想になかなかならないのも、悩み

の種という。そして大学それぞれに地

域貢献の役割に違いがあって、それを

活かしてもらいたいという。

鵜﨑学長は、「困難な課題を抱えて

おり、その解決に工夫が必要な地方こ

そが、国際的な広い視野を持って社会

に貢献できる人材を育成する必要が

ある」と、グローバルにも目を向ける。

その観点から2018年、津山工業高等

専門学校と共同で、世界の共通目標

SDGs（持続可能な開発目標）の達成に

向けて取り組むことを宣言した。

鵜﨑学長は、「地方の人材を育てる

とはなんぞやということが背後にはあ

ります」と話をしめくくった。

資格取得対策は委託せず、
理念を1年生から

津山高専と共同で
社会課題にチャレンジ

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/



